
開催協議会名 令和６年第１回雲南警察署協議会

開 催 日 時 令和６年２月27日（火）午後２時から午後４時まで

出 席 者 協議会委員 ９人

警 察 署 10人（署長、副署長、各課・交番所長）

会議・協議 署長からの 概 要 令和６年雲南警察署運営指針、活動重点

諮 問

答申(意見等) １ 雲南署の運営指針「住民を守る強くしなや

かな警察」の中の「しなやかな」という表現

は警察署の運営の柔軟さを意識していると受

け取れ好感が持てるし、サブタイトル「住民

とともに創り日本一治安の良い「雲南」の「住

民とともに創る」も共感する。そのような運

営で住民の安全を守っていただきたい。

特に特殊詐欺の被害防止に努めてほしい。

【回答：署長】

警察署の運営は、「強くしなやか」、「住

民とともに」が基本と考えている。

特殊詐欺の被害防止は署で最も力を入れて

いるものの一つであり、ケーブルテレビ、ユ

ーチューブ、ホームページ等広報啓発や出前

講座などの防犯指導を継続していく。

２ 自分が住む地域では、駐在所員と一緒にな

って保育所の不審者対応訓練などしている

が、警察への110番通報のほかに、近隣に異

常事態を知らせる意味でホイッスルを鳴らす

のは有効、活用を進めてはどうか。（実際に

持参し吹鳴）

【回答：署長】

有効性はあるので検討していきたい。

業 務 説 明 概 要 令和６年能登半島地震災害派遣について

現地派遣され救助活動等に従事した警備部機

動隊小隊長が、現地での活動状況等について説

明した。（当署員も聴講）

意 見 等 １ 地震等の災害救助現場は道路状況が悪いこ



とが多く、警察車両も小型化等機動力が発揮

できるように検討すべきでないか。

２ 現場に行く警察官は、エコノミー症候群や

感染症対策等の医療の基本的知識の研さんが

必要だと思う。

写 真

署長の諮問・協議状況

警備部機動隊小隊長の説明


